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小説世界に潜む岩手の原風景を構築する建築
-井上ひさし著「吉里吉里人」を通して -
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　I was born in Iwate.Memory of that time becomes my original scenery.　I noticed charm of 
Iwate recently.I thought that charm to have of Iwate was covered by a novel.It is thought that 
there is occultness producing literature in Iwate.I express charm of Iwate with a building.
Key Words : original scenery of my Iwate,”KIRIKIRIJIN” written by Hisashi Inoue, Independent nation,bus 
stop. 
　私は岩手生まれである。父親の都合で育ちはほぼ東
京であるが、小学生の頃から夏休みと冬休みを利用し
てよく祖父母の住む岩手に遊びに行っていた。祖父の
畑作業を手伝ったり、裏山の竹林に小さな家を造って
みたり、その頃の記憶が私の原風景となっている。
　私は卒業設計と修士前期課題で岩手を敷地として
扱ったのだが、その敷地調査として岩手を訪れた際、
何か幼少期には気が付かなかった岩手の魅力に惹きつ
けられていた。その岩手の魅力とは何なのか考えてい
た時、ふとそれは小説に表現されているのではないか
と感じた。岩手を題材とした作品として、柳田国男の
「遠野物語」や宮沢賢治のイーハトーブ童話がある。
こういった文学を生む神秘性が岩手にはあると考えら
れる。私が岩手に感じる魅力、つまり私の原風景は岩
手の持つ神秘性に通じるものがあると感じ、それを表
現できないかと考えた。
私の原風景
　岩手を題材とした小説を探していた時に見つけたの
が「吉里吉里人」 である。 著者の井上ひさしは山形
県 山形県東置賜郡小松町で生まれ育ち、中学三年生
の 1949 年の 4 月～ 9 月まで岩手県一関市の中学校に
通い、宮城県仙台一高等学校に進学、上智大学外文学
部ドイツ文学科に入学後、 学費を払えず大学を 2 年
間休学し岩手県国立釜石市療養所の事務職員を務めて
いた。その頃の記憶に基づいてこの小説は描かれてい
る。小説「吉里吉里人」は日本政府の農政や合併の強
行に愛想を尽かした岩手県の一寒村の村人達が日本か
ら独立し、人口 4187 人の「吉里吉里国」と宣言する。
これに日本政府は反発し様々な策を講じるが、吉里吉
里人達は食料やエネルギーを 100％自給自足し足元を
固め、さらに高度な医療技術や金本位制、タックス・
ヘイヴンといった切り札を用いて国の存続を図る。そ
の攻防を含めた一日半の出来事が描写されている。
2. 小説「吉里吉里人」1. 背景
下図は日本国際地図学会【井上ひさしの文学と地図】
に添付されている井上ひさし作「吉里吉里国地図」で
ある。北と西は山、南は沼、東は北上川に囲まれ、南
北の欠けた縁を北上川と東北本線と陸羽街道（国道 4
号線）が貫いている。北の山の麓には牧場が広がり、
その下を流れる大吉里川との間は飼料用の田園、中心
の池のほとりには高度な医療技術を扱う国立病院、池
の西には田園が広がり、東の北上川と東北本線の線路
との間の一帯は畑地である。南の沼には国立水上空港
の滑走路と国立魚類養殖場がある。他にも上下水道施
設や地熱、廃棄物発電所、小中学校付属大学、農学校、
映画館など、挙げればきりがないが小説に実際に描か
れている物は勿論、描かれていないものまで事細かに
記載している。これは井上ひさしが「吉里吉里国」の
空間イメージを展開するという点で都市計画の方法に
似ている。違いとしては、小説はそこを舞台にフィク
ションとしての物語を展開し、都市計画では計画され
たものを現実空間に実体化させることを目的として展
開させる。共通して言えることは、空間は物理的な構
造を持っていることで、そこに矛盾が生じると途端に
説得力が無くなることである。従って、小説家も矛盾
のない空間を小説の中で構築していく必要がある。こ
こに小説と建築を繋ぐ要素があると考えた。
日 本 国 際 地 図 学 会 　VOL49 No.1 2011　 特 集 号 添 付 地 図 ： 井 上 ひ さ し 作 「吉 里 吉 里 国 地 図」 よ り
井上ひさしは「吉里吉里人」で日本の農政に対する不
信感と隣町である定内町（北上川が台風などで氾濫し
た際、水害常襲地帯）との合併を強行しようとする日
本政府からの圧力に対する反発をテーマとして描いて
いる。日本の都市中心主義的な考えは危険であると私
も感じる。吉里吉里国のように地方都市が食料やエネ
ルギーを地産地消することで国から自立するという
考えを国民が共有することで初めて地方の復活は成
り立つのではないだろうか。日本の総人口は減少し、
2040 年には全国の約半数の市区町村が消滅する可能
性があると言われている。このままでは、地方の美し
い風景が失われるのも時間の問題である。そこで私は
今回、吉里吉里国の人口である約 4000 人の国民を設
定し、4000 人で自立していける国を作りたいという
考えに至った。
井上ひさしが「吉里吉里国」を岩手県の一寒村をフィ
クションで設定したのに対し、私は自らの国を現実の
場所で設定する。場所は岩手県一関市藤沢町、ここに
国境を引き国を計画する。
5. 国の設定
岩手県一関市藤沢町　面積 125.15k㎡　
世 帯 数 2694 世 帯（ 一 世 帯 当 た り 3.4 人 ）　 世 帯 人 口 9064
人　人口密度 73.6 人 /k㎡
これを元に設計する国の面積を 59.24k㎡、総人口約
4416 人 1298 世帯と設定する。
年間エネルギー消費量
　電気：4,986,916kwh（一世帯当たり 3842kwh）
　熱　：4,143,216kwh（一世帯当たり 3192kwh）
　ガス：1,208,438kwh（一世帯当たり 931kwh）
食料自給量
「米」
作付面積：約 7.5k㎡
生産量（1ha 当たり約 6t）：750ha × 6t ＝ 4500t
一人当たりの年間消費量（kg/ 年）：約 75kg（昭和 60 年）
「野菜」
作付面積：約 2.0k㎡
一人当たりの年間消費量（kg/ 年）：約 110kg（昭和 60 年）
「肉類」
牛：1500 頭
一人当たりの牛肉の年間消費量（kg/ 年）：約 4kg/ 年（昭和 60 年）
牛一頭当たりから取れる肉の量（kg/ 頭）：約 200kg/ 頭
豚：1400 頭
一人当たりの豚肉の年間消費量（kg/ 年）：約 9kg（昭和 60 年）
豚一頭当たりから取れる肉の量（kg/ 年）：約 50kg/ 頭
鶏：5300 羽
一人当たりの鶏肉の年間消費量（kg/ 年）：約 8kg（昭和 60 年）
鶏一羽当たりから取れる肉の量（kg/ 年）：約 1kg（昭和 60 年）
3. 小説と建築 4. 人口 4000 人の国
　国を６つに分割し（１つ当たり約 10k㎡）、その６
つの地域それぞれの範囲に住む国民のエネルギーを賄
う。使用するエネルギーは、豊富な森林資源を用いた
木質バイオマス発電（CHP）、国の南に位置するダム
を利用した水力発電、畜産業によって出る家畜の糞尿
を活かしたバイオガス発電の 4 つを利用する。
　国の主な交通機関はバスであり、国会の役割を果た
す国会議事堂バス、国で採れた野菜や肉などを運ぶ地
産バス、首都に唯一ある図書館の本を国の各地に運ぶ
本バス、首都にある幼稚園、小学校、中学校、高校、
農学校、看護・医療学校に通う子どもたちを運ぶ教育
バスの４つのバスが走っている。この４つのバス全て
は乗り合いバスの役割も果たすため、どのバスにも国
民は自由に乗ることができる。これらのバスが止まる
バス停を国に 13 個配置する。そこには、野菜や肉を
売る小さな市場、運ばれてきた本を読むことができる
読書スペース、学校の勉強ができ、そのバス停の地域
藤沢国地図
の人達が先生として教えたりすることのできる寺子屋
の３つの機能を持たせる。今回は国の北部の小さな集
落地区、北西部の田圃地区、南部の畑地区の３つの地
区に位置するバス停を設計する。 先に述べた 3 つの
機能に加え、それぞれの地区の風景に合うように設計
する。
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